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はまゆうは、我等の香り、自然を大切に守りましょう

二十歳の集い
～決意と感謝を胸に大人への一歩～



　

佐
野　

友
祐　

さ
ん　

　
「
私
は
た
く
さ
ん
の
出
会
い
と
別
れ

を
経
験
し
ま
し
た
。
昔
と
変
わ
ら
ず
語

り
合
え
る
仲
間
や
、
夢
の
た
め
に
大

き
な
決
断
を
し
て
遠
く
離
れ
て
い
っ

た
友
人
、
自
分
の
こ
と
を
成
長
さ
せ

て
く
れ
た
恩
師
。
そ
の
す
べ
て
の
経

験
が
つ
な
が
っ
て
今
の
私
を
作
り
上

げ
て
い
ま
す
。
無
駄
と
思
え
る
出
会
い

な
ど
一
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
様
々
な
出

会
い
や
別
れ
を
通
し
て
、
今
で
は
人

と
し
て
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
た
と

私
は
胸
を
張
っ
て
言
え
ま
す
。そ
し
て
、

こ
れ
か
ら
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
出
会

い
や
別
れ
を
経
験
す
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
私
は
そ
の
す
べ
て
を
大
切

に
し
て
い
き
た
い
で
す
。」

　

江
田　

望
実　

さ
ん

　
「
私
は
将
来
、
下
田
に
戻
っ
て
き

て
救
急
救
命
士
と
し
て
消
防
署
に
勤

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
私
は
下

田
の
地
域
の
人
の
温
か
さ
、
の
ん
び

り
し
た
感
じ
や
自
然
に
囲
ま
れ
て
い

る
と
こ
ろ
が
大
好
き
で
す
。
そ
ん
な

下
田
の
人
た
ち
が
苦
し
ん
で
い
る
時

に
駆
け
付
け
た
り
、
地
域
で
救
命
の

連
鎖
が
行
わ
れ
る
よ
う
な
活
動
を
し

て
い
き
た
い
で
す
。
ま
だ
何
も
知
ら

な
い
私
で
す
が
こ
れ
か
ら
勉
強
し
て

い
き
２
年
後
に
救
急
救
命
士
の
資
格

を
取
り
下
田
に
戻
っ
て
き
ま
す
。」

と
そ
れ
ぞ
れ
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。
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歩
ん
で
き
た
道
を
誇
れ
る
よ
う
な
大
人
に

　

１
月
８
日
（
日
）
下
田
中
学
校

体
育
館
で
、
二
十
歳
の
集
い
を
開

催
し
ま
し
た
。
成
年
年
齢
が
引
き

下
げ
ら
れ
、
名
称
が
「
成
人
式
」

か
ら
「
二
十
歳
の
集
い
」
に
変

わ
っ
た
初
め
て
の
式
典
と
な
り
、

１
２
８
名
が
出
席
し
、
久
し
ぶ
り

の
友
人
や
恩
師
と
の
再
会
を
喜
び
、

会
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、松
木
正
一
郎
市
長
、

森
竹
治
郎
県
議
会
議
員
が
参
加
者

を
激
励
し
、
各
校
の
恩
師
か
ら
の

心
温
ま
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
、
参
加

者
か
ら
応
募
し
た
幼
少
期
か
ら
高

校
時
代
ま
で
の
写
真
を
使
っ
た
、

ス
ペ
シ
ャ
ル
ム
ー
ビ
ー
で
思
い
出

を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
を
代
表
し
て
鈴
木
大
登

さ
ん
と
若
林
愛
海
さ
ん
が
二
十
歳

の
宣
言
を
述
べ
、
二
十
歳
の
誓
い

で
は
佐
野
友
祐
さ
ん
と
江
田
望
実

さ
ん
が
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

対象年代・平成14年度生まれ

市内中学校卒業人数・157 人

出席者数・128 人

二十歳の宣言

鈴
すずき
木 大

だいと
登さん（稲生沢中卒業生）

若
わかばやし

林  愛
まなみ
海さん（下田中卒業生）

2023 年
下田市の新二十歳

問
合
せ
先　

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係　

☎
㉓
５
０
５
５

二十歳の誓い

総合司会

原
はら

 愛
まなほ

歩さん　寺
てらかわ

川 大
だいち

智さん
（下田東中卒業生）

江江え
だ

え

だ田田  

望望のぞ
み

の
ぞ
み実実

さ
ん
さ
ん

（（
下
田
東
中
卒
業
生

下
田
東
中
卒
業
生
））

佐佐さ
の

さ

の野野  

友友ゆう
す
け

ゆ
う
す
け

祐祐
さ
ん
さ
ん

（
稲
梓
中
卒
業
生
）

（
稲
梓
中
卒
業
生
）
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「命の道」伊豆縦貫自動車道だより 
　

昨
年

　

昨
年
1111
月月
1919
日
、
箕
作
交
差
点
付
近
で
伊
豆
縦
貫
自

日
、
箕
作
交
差
点
付
近
で
伊
豆
縦
貫
自

動
車
道
国
道
４
１
４
号
河
津
下
田
道
路
Ⅰ
期
起
工
式
が

動
車
道
国
道
４
１
４
号
河
津
下
田
道
路
Ⅰ
期
起
工
式
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
起
工
式
に
は
、
川
勝
知
事
を
は

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
起
工
式
に
は
、
川
勝
知
事
を
は

じ
め
、
関
係
者
約

じ
め
、
関
係
者
約
5050
名
が
参
列
し
、「
河
津
下
田
道
路
」

名
が
参
列
し
、「
河
津
下
田
道
路
」

の
事
業
推
進
と
工
事
安
全
を
祈
念
し
て
鍬
入
式
等
を
行

の
事
業
推
進
と
工
事
安
全
を
祈
念
し
て
鍬
入
式
等
を
行

い
ま
し
た
。

い
ま
し
た
。

　

川
勝
知
事
は
挨
拶
の
中
で
「
伊
豆
縦
貫
道
は
、
伊
豆

　

川
勝
知
事
は
挨
拶
の
中
で
「
伊
豆
縦
貫
道
は
、
伊
豆

半
島
の
『
命
の
道
』
に
な
る
。
」
と
伊
豆
縦
貫
道
へ
の

半
島
の
『
命
の
道
』
に
な
る
。
」
と
伊
豆
縦
貫
道
へ
の

期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。
地
元
祝
辞
で
下
田
中
学
校
生
徒

期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。
地
元
祝
辞
で
下
田
中
学
校
生
徒

会
代
表
近
藤
風
花
さ
ん
は
、「
伊
豆
縦
貫
道
の
完
成
に

会
代
表
近
藤
風
花
さ
ん
は
、「
伊
豆
縦
貫
道
の
完
成
に

よ
っ
て
下
田
市
だ
け
で
な
く
、
伊
豆
半
島
全
体
の
魅
力

よ
っ
て
下
田
市
だ
け
で
な
く
、
伊
豆
半
島
全
体
の
魅
力

が
伝
わ
っ
て
ほ
し
い
。
」
と
願
い
を
込
め
ま
し
た
。
松

が
伝
わ
っ
て
ほ
し
い
。
」
と
願
い
を
込
め
ま
し
た
。
松

木
市
長
は
、
河
津
下
田
道
路
Ⅰ
期
の
着
工
の
感
謝
を
述

木
市
長
は
、
河
津
下
田
道
路
Ⅰ
期
の
着
工
の
感
謝
を
述

べ
る
と
と
も
に
、「
天
城
峠
を
越
え
る
区
間
」
の
新
規

べ
る
と
と
も
に
、「
天
城
峠
を
越
え
る
区
間
」
の
新
規

事
業
化
の
重
要
性
に
つ
い
て
訴
え
ま
し
た
。

事
業
化
の
重
要
性
に
つ
い
て
訴
え
ま
し
た
。

下
田
中
学
校
生
徒
会
代
表　

近こ
ん
ど
う藤　

風ふ
う
か花

さ
ん

祝河
津
下
田
道
路
Ⅰ
期
起
工
式

沼津から一時間で幕末
　

昨
年

　

昨
年
1111
月月
1919
日
、
大
浦
に
あ
る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
施

日
、
大
浦
に
あ
る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
施

設
「
設
「Work

Work

××ation 
Site

ation 
Site　

伊
豆
下
田
」
に
て
、「
伊

　

伊
豆
下
田
」
に
て
、「
伊

豆
縦
貫
自
動
車
道
サ
ミ
ッ
ト

豆
縦
貫
自
動
車
道
サ
ミ
ッ
ト
inin
下
田
」
が
開
催
さ
れ
ま

下
田
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
サ
ミ
ッ
ト
に
は
、
国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備

し
た
。
サ
ミ
ッ
ト
に
は
、
国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備

局
大
儀
道
路
部
長
、
伊
豆
半
島
南
部
の
２
市
５
町
の
市

局
大
儀
道
路
部
長
、
伊
豆
半
島
南
部
の
２
市
５
町
の
市

町
長
、
議
長
な
ど
関
係
者
約

町
長
、
議
長
な
ど
関
係
者
約
3030
名
が
参
加
し
、
オ
ン
ラ

名
が
参
加
し
、
オ
ン
ラ

イ
ン
生
配
信
を
し
た
動
画
は
、
約
１
８
０
回
再
生
さ
れ

イ
ン
生
配
信
を
し
た
動
画
は
、
約
１
８
０
回
再
生
さ
れ

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
天
城
峠
区
間
を
含
む
伊
豆
縦
貫
道

　

サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
天
城
峠
区
間
を
含
む
伊
豆
縦
貫
道

の
全
線
開
通
に
向
け
た
、
ま
ち
づ
く
り
の
展
望
と
未
来

の
全
線
開
通
に
向
け
た
、
ま
ち
づ
く
り
の
展
望
と
未
来

に
つ
い
て
共
有
し
ま
し
た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

に
つ
い
て
共
有
し
ま
し
た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
の
中
で
、
下
田
芸
者
・
枡
家
奈
美
さ
ん
は
、「
会
場
か

ン
の
中
で
、
下
田
芸
者
・
枡
家
奈
美
さ
ん
は
、「
会
場
か

ら
見
え
る
海
に
は
黒
船
が
止
ま
っ
て
い
た
。
下
田
に
は
、

ら
見
え
る
海
に
は
黒
船
が
止
ま
っ
て
い
た
。
下
田
に
は
、

様
々
な
幕
末
の
歴
史
が
あ
り
、
伊
豆
縦
貫
道
が
全
線
開

様
々
な
幕
末
の
歴
史
が
あ
り
、
伊
豆
縦
貫
道
が
全
線
開

通
す
れ
ば
沼
津
か
ら
１
時
間
で
幕
末
を
感
じ
る
こ
と
が

通
す
れ
ば
沼
津
か
ら
１
時
間
で
幕
末
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
。」
と
伊
豆
縦
貫
道
の
完
成
と
下
田
の
歴
史
文
化

で
き
る
。」
と
伊
豆
縦
貫
道
の
完
成
と
下
田
の
歴
史
文
化

の
発
展
に
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。
大
儀
道
路
部
長
は
、「
魅

の
発
展
に
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。
大
儀
道
路
部
長
は
、「
魅

力
の
あ
る
伊
豆
半
島
を
発
信
し
て
い
く
た
め
に
も
、
伊

力
の
あ
る
伊
豆
半
島
を
発
信
し
て
い
く
た
め
に
も
、
伊

豆
縦
貫
道
全
線
開
通
に
向
け
頑
張
り
た
い
。」
と
語
り
ま

豆
縦
貫
道
全
線
開
通
に
向
け
頑
張
り
た
い
。」
と
語
り
ま

し
た
。

し
た
。

　

昨
年

　

昨
年
1111
月
６
日
、
道
の
駅
開
国
下
田
み
な
と
で
開
か

月
６
日
、
道
の
駅
開
国
下
田
み
な
と
で
開
か

れ
た
「
伊
豆
大
特
産
市
」
に
て
、
伊
豆
縦
貫
道
の
整
備

れ
た
「
伊
豆
大
特
産
市
」
に
て
、
伊
豆
縦
貫
道
の
整
備

効
果
や
進
捗
状
況
、
完
成
イ
メ
ー
ジ
図
な
ど
の
パ
ネ
ル

効
果
や
進
捗
状
況
、
完
成
イ
メ
ー
ジ
図
な
ど
の
パ
ネ
ル

展
を
行
い
ま
し
た
。
パ
ネ
ル
展
に
は
、
市
内
か
ら
県
外

展
を
行
い
ま
し
た
。
パ
ネ
ル
展
に
は
、
市
内
か
ら
県
外

ま
で
多
く
の
方
が
訪
れ
、
パ
ネ
ル
を
見
た
方
々
に
伊
豆

ま
で
多
く
の
方
が
訪
れ
、
パ
ネ
ル
を
見
た
方
々
に
伊
豆

縦
貫
道
へ
の
期
待
や
思
い
を
付
箋
に
書
い
て
も
ら
い
ま

縦
貫
道
へ
の
期
待
や
思
い
を
付
箋
に
書
い
て
も
ら
い
ま

し
た
。
そ
の
中
で
も
、「
一
日
で
も
早
く
開
通
し
て
ほ
し

し
た
。
そ
の
中
で
も
、「
一
日
で
も
早
く
開
通
し
て
ほ
し

い
」
と
い
う
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

い
」
と
い
う
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

伊
豆
縦
貫
道
サ
ミ
ッ
ト
in
下
田

伊
豆
縦
貫
道
パ
ネ
ル
展

国土交通省中部地方整備局

大
お お ぎ

儀　道路部長

下田芸者

枡
ま す や

家　奈
な み

美さん

距離：約 21km　
時間：約 32分（速度40km/時）

河津七滝ＩＣ～（仮称）下田ＩＣ

距離：約 13km　約８km短縮

時間：約 13分（速度60km/時）

河津下田道路開通による時短効果（下田市算出）

　

河
津
下
田
道
路
Ⅱ
期
の
一
部
区
間
の
開
通
日

　

河
津
下
田
道
路
Ⅱ
期
の
一
部
区
間
の
開
通
日

と
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
名
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

と
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
名
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

開
通
日
は
、

開
通
日
は
、
３
月
３
月
1919
日
（
日
）

日
（
日
）。。

　

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
名
は
、
そ
れ
ぞ
れ

　

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
名
は
、
そ
れ
ぞ
れ
河
津
河
津

七
滝
七
滝
ICIC
、
河
津
逆
川

、
河
津
逆
川
ICIC
と
な
り
ま
し
た
。　
　

と
な
り
ま
し
た
。　
　

　

今
回
開
通
す
る
の
は
、
河
津
町
梨
本
か
ら
河

　

今
回
開
通
す
る
の
は
、
河
津
町
梨
本
か
ら
河

津
町
逆
川
を
結
ぶ
延
長
３
㎞
の
区
間
で
あ
り
、

津
町
逆
川
を
結
ぶ
延
長
３
㎞
の
区
間
で
あ
り
、

夏
期
大
型
車
通
行
規
制
区
間
の
迂
回
解
消
及
び

夏
期
大
型
車
通
行
規
制
区
間
の
迂
回
解
消
及
び

約約
1313
分
の
時
間
短
縮
が
可
能
に
な
り
観
光
や
防

分
の
時
間
短
縮
が
可
能
に
な
り
観
光
や
防

災
、
医
療
面
の
強
化
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

災
、
医
療
面
の
強
化
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
河
津
下
田
道
路
は
Ⅰ
期
と
Ⅱ
期
か
ら
構
成
さ

※
河
津
下
田
道
路
は
Ⅰ
期
と
Ⅱ
期
か
ら
構
成
さ

れ
て
お
り
、
Ⅰ
期
は
、
伊
豆
縦
貫
自
動
車
道

れ
て
お
り
、
Ⅰ
期
は
、
伊
豆
縦
貫
自
動
車
道

の
南
端
部
を
構
成
し
、
六
丁
目
か
ら
箕
作
ま

の
南
端
部
を
構
成
し
、
六
丁
目
か
ら
箕
作
ま

で
を
結
ぶ
延
長

で
を
結
ぶ
延
長
5.75.7
㎞
の
道
路
。
Ⅱ
期
は
、
河

㎞
の
道
路
。
Ⅱ
期
は
、
河

津
町
梨
本
か
ら
箕
作
を
結
ぶ
延
長

津
町
梨
本
か
ら
箕
作
を
結
ぶ
延
長
6.86.8
㎞
の
道
路
。

㎞
の
道
路
。

河
津
下
田
道
路
Ⅱ
期
一
部
区
間　

　

 　
　
　
　

３
月
19
日
開
通

問合せ先　建設課伊豆縦貫道係　☎㉒ 2219　

祝

現状 開通後

⇨
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市県民税の申告書は、郵送での提出を！

申告期間は２月 16 日 (木 ) から３月 15 日（水）まで
問合せ先　税務課市民税係（窓口⑨）☎㉒ 2218　

　市県民税の申告は、市県民税算出の課税資料となるほか、国民健康保険税、後期高齢者医療保険料及び介護保険

料等の算定の算出資料になります。必ず期限内に申告してください。

　市県民税の申告用紙は、昨年申告された方に送付しているほか、市ホームページからも印刷できます。

　なお、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、市県民税の申告は郵送での提出にご協力ください。

申告に必要なもの

共通
マイナンバーが確認できる書類（本人、配偶者、扶養親族のマイナンバーカードなど）、

身元確認書類（運転免許証、保険証など）、利用者識別番号（確定申告の場合）、市役所や税務署から

事前に送付された申告書用紙や申告のお知らせ通知、前年の申告書や収支内訳書の控えなど

収入関係
給与・公的年金の令和４年分の源泉徴収票

個人事業主や不動産所得がある場合、収支内訳書（事前作成してください）

その他の収入（所得）がある方は、収入や経費が分かる書類など

控除関係

　社会保険料控除
国民年金、国民年金基金、国民健康保険、介護保険、後期高齢者医

療保険料等の払込証明書（国保等は市発行の「納付額のお知らせ」）

　生命保険料控除 生命保険料の控除証明書

　地震保険料控除 地震保険料の控除証明書

　障害者控除
身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳、障害者控除

対象者認定書など

　配偶者（特別）控除 配偶者の令和４年中の所得が分かる書類（源泉徴収票など）

　医療費控除
医療費控除の明細書（事前作成してください）、医療費通知、領収

書など

　寄附金控除 寄附した団体などから交付された寄附金の受領証など

　その他の控除 市役所税務課までお問い合わせください。

その他 　還付先口座番号 還付申告（所得税）の場合、還付先口座（本人）のわかるもの

令和５年度「市県民税の申告要否」確認用の参考フローチャート

市県民税の申告が必要な人

　令和５年１月１日現在、下田市に住所がある方です（１月２日以降に転出された方も含みます）。

　ただし、所得税の確定申告書を税務署に提出された方、給与収入のみで、勤務先から下田市役所に給与支払報告

書が提出されている方、公的年金等収入のみで、その他に所得がない方は申告は不要です。（医療費控除や源泉徴

収票に記載のない社会保険料などの各種控除を受ける場合は、申告が必要です。）

　※フローチャートを参照してください。

申告期限・提出方法

３月 15 日（水）までに、税務課宛に郵送又は申告相談窓口で提出してください。

市県民税申告書の郵送先：〒 415-8501　下田市東本郷一丁目５番 18 号　下田市役所税務課市民税係宛

※「市県民税申告書在中」と表記してください。

令和５年度（令和４年分） 市県民税申告相談日程

申告期間：２月 16 日（木）から３月 15 日（水）まで　　※土日祝除く

受付時間：9：00 ～ 11：30、13：00 ～ 15：30　 ※ウェブ予約と当日受付の併用になりました。

申告会場：下田市役所　２階　大会議室　　　※地区の割振りや各地区での受付会場はなくなりました。

ウェブ予約はこちらから
～３月 13 日（月）まで

受付方法が変わります

　会場の混雑緩和のため、今回からインターネット上のウェブ予約と当日受付入

場整理券の併用により受付を行います。申告相談を受ける場合は、事前のウェブ

予約をおすすめします（1月 27 日から、希望日２日前まで予約の受付が可能です。

電話予約はできません。）。会場でも受付しますが、当日受付枠に空きがない場合、

後日の来場をお願いすることがあります。

郵送による申告書の提出・e-Tax の活用について

　市県民税の申告書は、ご自身で記入して郵送で市役所に提出することができます。所得税の確定申告は、e-Tax（ス

マートフォン、パソコンを使用した国税電子申告・納税システム）で作成・送信することにより申告することがで

きます。新型コロナウイルス感染拡大防止のため、市県民税申告は郵送を、確定申告は e-Tax をご利用ください。 確定申告をしますか？

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

申告不要です

申告不要

昨年中に収入 (1 円以上 )は
ありましたか？

市県民税の
申告が必要です

市県民税の
申告が必要です

収入は遺族・障害年金、
失業給付等の非課税と
なる収入のみでしたか？

給与所得がありますか？

※重要※

「住民税非課税世帯への臨時特別給付金」や「新
型コロナウイルス感染症対応休業支援金・給付金」
は、課税収入には含まれません。「事業復活支援金」
や「雇用調整助成金」は課税対象となるため、事
業収入として計上する必要があります。
　その他の給付金等については、支給元団体にご
確認ください。

【★ご注意ください★】

・所得や控除の大きさ、扶養親族の数、障害者や寡婦（寡夫）に該当するなどの事情により、　　
必ずしも本フローどおりにはなりません。目安としてご利用ください。 

・2か所以上から給与や公的年金を得ている方は原則申告が必要です。 
・昨年中に退職し再就職した方は、前職分を含めた年末調整をしていない場合には申告が

必要です。
・給与所得者又は公的年金受給者で、医療費控除など「追加する控除」がある場合には申

告が必要です。 
・分離申告となる所得がある方などは、所得税の確定申告が必要となる場合があります。 
・所得証明書等が必要となる場合には、扶養されている方であっても申告が必要です。

※詳細は、市役所税務課市民税係までお問い合わせください。

公的年金を
受給していますか？

勤務先から下田市に
給与支払報告書が

提出されていますか？

公的年金の
支払報告書が下田市に
提出されていますか？

給与及び公的年金以外の
所得 (事業所得など )は

ありますか？

給与及び公的年金以外の
所得の合計額が 20 万円を

超えていますか？

所得税の
確定申告が

必要

市県民税の
申告が
必要

勤務先に提出先自治体をご確認ください。

所得税の還付、
納税となる場合には
確定申告が必要です。

生命保険の満期金（一時所得）等、その他所得が
ある方は、申告が必要となる場合があります。

公的年金の支払機関等に提出先自治体をご確認く
ださい。概ね 2 月 10 日以降であれば市役所でも確
認できる場合があります。

市役所会場で受付できない確定申告の種類

　青色申告、土地・建物の譲渡、株式の譲渡、配当、退職所得などの分離申告、住宅ローン控除の初年度の申告、

損失申告、雑損控除の申告、外国人の方の申告、亡くなられた方の申告などの確定申告は市役所会場では受付でき

ません。下田税務署にご相談ください。 所得税の確定申告　問合せ先　下田税務署　☎㉒ 0185　
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統一地方選挙・選挙運動費用の公費負担制度について統一地方選挙・選挙運動費用の公費負担制度について
問合せ先　選挙管理委員会　☎㉒２２１１

新型コロナワクチン接種状況と今後の予定新型コロナワクチン接種状況と今後の予定
問合せ先　市民保健課コロナ感染症対策係　（窓口⑤）☎㊱４１５５

令和５年統一地方選挙
●統一地方選挙とは

　国民の地方選挙に対する関心を高めること等を目的として、４年ごとに３月、４月又は５月に任期満了すること

となる選挙を、統一した日程により実施しています。

４月９日（日）静岡県議会議員選挙（下田市・賀茂郡選挙区）
期日前投票期間：４月１日（土）～８日（土）まで

※立候補等に関しては静岡県選挙管理委員会にお問い合わせください。（☎ 054-221-2058）

４月 23 日（日）下田市議会議員選挙
期日前投票期間：４月 17 日（月）～ 22 日（土）まで

定数１

定数 13

※詳細は３月下旬に新聞折込等によりお知らせいたします。

下田市議会議員選挙に係る立候補届出等について

立候補予定者説明会
日時　３月 24 日（金）14 時～　

内容　立候補予定者への立候補手続と選挙運動などの説明　

場所　市民文化会館　小ホール　　持物　筆記用具等

備考　立候補予定者１人につき２人まで出席可能　　

　　　※出席を希望する場合には、事前にご連絡ください。

立候補届出日時
日時　４月 16 日（日）８時 30 分～ 17 時　

場所　市役所　大会議室　

選挙運動費用の一部が公費により負担されます
下田市議会議員選挙及び下田市長選挙に係る選挙費用の一部を公費により負担する条例が制定されました。

●選挙運動費用の公費負担制度とは

　国又は地方公共団体が選挙を行うに当たり、便宜を供与したり、候補者の選挙運動費用の一部を負担する制度です。

お金のかからない選挙を実現するとともに、候補者間の選挙運動の機会均等を図ることを目的としています。

公費負担の対象となる公費負担の対象となる
選挙運動費用選挙運動費用

負担の限度額の例（市議会議員選挙の場合）負担の限度額の例（市議会議員選挙の場合）

選挙運動用自動車の使用に係る

費用の一部（新設）

※選挙運動期間中に使用した自

動車に係る費用に限ります。

一般乗用旅客自動車運送事業者※から自動車を

借上げる場合　※タクシー・ハイヤー事業者
（１日 64,500 円以内）×使用した日数

レンタカー業者等から

自動車を借上げる場合

自動車の借上げ （１日 16,100 円以内）×使用した日数

運転手の雇用 （１日 12,500 円以内）×運転した日数

燃料の購入 7,700 円×選挙運動期間日数（７日間）

選挙運動用ビラの作成費用の一

部（新設）
（１枚当たり 7円 73 銭以内）× 4,000 枚以内

選挙運動用ポスターの作成費用

の一部（新設）

　１枚当たり 316,250 円 +541 円 31 銭×ポスター掲示場数　　
×ポスター掲示場数

　　　　　　　　　　　　ポスター掲示場数　　

※ R5.1 月時点ポスター掲示場数　109 箇所

選挙運動用はがきの交付（既設）はがき 2,000 枚まで無料

※負担の限度額まで定額で支払う制度でなく、その範囲内で実際に要した額を負担します。

※選挙供託金が没収された方は、公費負担を受けることはできません。

接種状況

　市のワクチン接種は国と同様、令和３年から開始しました。令和４年 10 月からはオミクロン株対応型ワクチン

の接種を開始し、市民の半数、約１万人の市民の皆さまが同ワクチンを接種されました。

　２回目接種までは、ほぼ全年代を通じて 80％～ 90％の割合で接種していただいておりますが、３回目の接種は

20 代、30 代、40 代の方々の接種率が 70％を切っているのが現状です。また、対象者が多い高齢者（65 歳以上）の

３回目以降の接種率は県下で下位であり、伸び悩みが表れています。

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

未接種
接種

働き盛りの人は

忙しくて接種の時間が

取れないのかなぁ？

今後の接種予定
　ワクチン接種は重症化を防ぐ上でも非常に大切です。

　市ではワクチン接種を３月まで実施します。平日の個別接種（各医療機関）に加え、土曜日を中心に集団接種も

開催しておりますので、接種をご検討されている方は機会を逃さないようご注意ください。

２月 25 日（土） 午前・午後

３月 11 日（土） 午前・午後

３月 12 日（日） 午前

３月 25 日（土） 午前・午後

集団接種日程（場所：市民スポーツセンター） ご予約はコールセンター

0558-22-2100までお願いします。

個別接種の日程はホームページで随時更新していきますので、

　確認をお願いします。

※インターネットから直接申込も可。

（　　　　　　　　　　）

３回目接種状況（年代別）

未接種

接種
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下田市メール配信サービス
問合せ先　企画課秘書広報係　☎㉒２２１２

年
金
分
割
の
方
法
に
は

年
金
分
割
の
方
法
に
は

　
　
　
　
　
　

２
種
類
あ
り
ま
す

　
　
　
　
　
　

２
種
類
あ
り
ま
す

いなみん号で巡る下田まち遺産ツアー in 稲梓いなみん号で巡る下田まち遺産ツアー in 稲梓
問合せ先　建設課都市住宅係　☎㉒２２１９

下田開港170周年記念プレ講演会「開国のまち下田」下田開港170周年記念プレ講演会「開国のまち下田」
問合せ先　生涯学習課社会教育係　☎㉓５０５５

　皆さんは、稲梓地域を巡るコミュニティバス「いなみん号」

を知っていますか？今回は「いなみん号」に乗りながら、稲梓

地域の下田まち遺産を巡るツアーを実施します！      

　このツアーに参加することで、意外と知っているようで知ら

ない、地域の資源・宝である“まち遺産”を知る良い機会とな

ることでしょう。私たちが今、目の前にしている“下田まち遺

産”は、過去にこの下田に生きた先人たちが、現代を生きる私たちに伝えてくれた貴重な財産です。その財産を知り、

自分の住んでいる地域のことを「改めて理解すること」。そして、それを「次の世代へバトンを渡すこと」。これは、

今を生きる私たちが、先人たちから受け継いだ大切な役割だと思います。地元・下田を知るきっかけとしてツアー

に参加してみてはいかがですか？

日　　時：２２月 2323 日（祝木）1010 時～ 1212 時（予定）

集合場所：市民文化会館バスレーン※９時 30 分以降に職員が誘導します。

定　　員：20 名　  

参 加 費：無料

申込期間：２月３日（金）～ 15 日（水）

申込方法：QR コードを読み取り、申込フォームか電話・メールにてお申し込みください。

　　　　　Email：kensetsu@city.shimoda.lg.jp

　　　　　　 ☎：㉒２２１９

※申込多数の場合は、抽選とさせていただきます。

　抽選結果については、２月 17 日（金）にご連絡する予定です。

下田グローカル CITY 推進事業下田グローカル CITY 推進事業
下田開港 170 周年記念プレ講演会下田開港 170 周年記念プレ講演会

「なぜ、松陰はアメリカ行を企てたのか？」
講師：萩博物館特別学芸員　一坂　太郎　氏

「ペリー来航と浦賀」

講師：横須賀開国史研究会会長　山本　詔一　氏

日　　時：２２月 2626 日（日）　1313 時～ 1616 時

会    場：市民文化会館小ホール

定    員：70 名（先着順）

受 講 料：無料

申込期間：２月３日（金）～ 24 日（金）

申込方法：QR コードを読み取り、申込フォームか電話にてお申込みください。

申込フォーム
申込フォーム

　嘉永７（1854）年３月の日米和親条約により下田が

開港してから、来年で 170 周年を迎えます。市ではこ

れに合わせて各種記念事業の実施を予定しております

が、プレイベントとして、姉妹都市の萩市と、下田と

同じくペリー来航の地として知られる横須賀市より講

師を招いて講演会を開催します。ぜひこの機会に地域

の魅力を再発見してみませんか。

第 1部

第 2部

募 集 募 集
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下
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政
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稲梓地区を走る
コミュニティバス

イメージキャラクター
「いなみん」

　新型コロナウイルス感染症関連の行政情報や防災

情報、観光情報等を携帯電話・スマートフォン等に

メールでお届けする、無料の「メール配信サービス」

を行っています。登録者数は　　　　　人を超え多

くの方に登録をしていただいています。

まだ、登録されていない方は、この機会にぜひ、ご

登録ください。

手順 １手順 ３

手順 ５

手順 ２

「空メール」を送信します。

ＱＲコードを読み取れ

ない場合は、shimoda@

sg-m.jp に空メールを

送信してください。

登録用ＵＲＬが記載さ

れたメールが届きます。

利用規約をご確認の上、

「メール配信に同意す

る」ボタンを押します。

入力内容を確認し、登

録します。

手順 ６

　登録完了です。

配信情報一覧

・Ｊ -ＡＬＥＲＴ情報

・広報しもだ放送内容

・下田市消防・防災・防犯情報

・下田市行政情報

・下田市観光情報

こちらの QR を読み取

り手順に沿い手続し

てください。

6,600

手順 ４

配信を希望する内容を

選択します。
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防災かわら版防災かわら版
問合せ先　防災安全課防災係（窓口⑩）☎㊱４１４５

～３月５日（日）は津波避難訓練の日です～

　県では、東日本大震災が発生した３月 11日を含む 10日間を「津波対策推進旬間」と定め、３月５日（日）を統一

実施日として、津波避難訓練が実施されます。市では、午前９時に地震発生のサイレンと緊急速報メールにより訓練

開始をお知らせします。訓練参加時には、検温や不織布マスク着用、手指の消毒など、基本的な感染症対策を行うよ

うご協力をお願いします。

　※新型コロナウイルス感染症の感染状況により訓練内容が変更または中止となる場合があります。

～引き続き戸別受信機の貸与を行っています～

　防災行政無線のデジタル化に伴い、令和４年 12

月よりアナログ式の防災ラジオでは同報無線の放

送内容が受信できなくなっています（通常のラジ

オ放送は、現在も受信可能です）。市では、ご自

宅でも同報無線の内容を確認できるよう、デジタ

ル式の戸別受信機を各世帯に１台無償で貸与して

います。新しい戸別受信機の貸与をご希望の方は、

防災安全課（窓口⑩）や市ホームページで申請書

を入手し、直接提出もしくはメール・ＦＡＸ等で

申請してください。申請後、窓口にて戸別受信機

をお渡しします。

　すでに戸別受信機の貸与を受けている世帯につ

いては、現在使用しているものを引き続きご利用

ください。

　津波避難訓練に先立ち、今回は防災教育の成功事例である「津波てんでんこ」についてご紹介します。

　津波てんでんことは、三陸地方に伝わる教訓で「津波が起きたら、てんでんばらばらに逃げる」という意

味があります。平成 23 年３月 11 日の東日本大震災時には、この教訓が活かされた事例が多く見られました。

　釜石市の釜石東中学校に通っていた生徒は、防災教育として津波の恐ろしさと、各自が一刻も早く高台に

避難することの大切さを学んでいました。発災直後も、その教えに習い中学生は迷うことなく率先避難を行

いました。高台に避難する中学生を見て、隣接する小学校で先生の指示を待っていた小学生も、すぐに避難

を開始しました。中学生の率先避難により、釜石東中学校と鵜
うのすまい

住居小学校に通っていた児童・生徒約 570 人

は全員無事に避難することができました。

　このように災害時の避難は、普段から考えておくことが大切です。

地震発生時には、揺れが収まったら各々で高台に避難することが望ま

れますが、中には一人で避難できない状況も想定されます。一人で避

難するのが困難な場合は、近所の人との避難方法を検討するなど日頃

から周りと話し合い、実際の避難をイメージしておきましょう。

～「津波てんでんこ」の精神に学ぶ～
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発
表
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入賞作品以外にも、爽快な句、痛快な句など盛りだくさん！ご応募いただいた皆さま、誠に

ありがとうございました！！　応募作品は、地域の方の健康寿命延伸に向けて、下田市の保

健事業等に幅広く活用させていただきます。※応募作品は、市ホームページに掲載しています。

主催：下田市　　　協賛：下田川柳黒潮吟社
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以前購入していただいた防災ラジオの返却は

不要です。防災ラジオがご不要になった場合

は、ご自身で処分をお願いします。

戸別受信機を申請するとき防災

ラジオは返却するの？

電波が入らない場合はどうすれば

いいの？

壁などの障害物が多い場所では受信しにくく

なります。アンテナを立てて窓際に移動する

等の対応をしていただき、それでも受信でき

ない場合は防災安全課までお問合せください。

大賞

応募総数

280 句

（上段左から）斎藤市民保健課長、鈴木由紀子さん（下田川柳黒潮吟社）、松木市長

（下段左から）大年美代子さん（下田川柳黒潮吟社）、増田豊さん、吉野好江さん、西塚好美さん

問合せ先　市民保健課国保年金係（窓口③）☎㉒３９２２
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か
に
盗
ら
れ
る

え
」
で
は
、「
誰
か
に
盗
ら
れ
る

く
ら
い
な
ら
あ
な
た
を
殺
し
て
い

く
ら
い
な
ら
あ
な
た
を
殺
し
て
い

い
で
す
か
」
と
、
す
さ
ま
じ
い
情

い
で
す
か
」
と
、
す
さ
ま
じ
い
情

念
で
「
あ
な
た
と
越
え
た
い
」
の

念
で
「
あ
な
た
と
越
え
た
い
」
の

が
天
城
峠
で
あ
り
、
そ
ん
な
二
人

が
天
城
峠
で
あ
り
、
そ
ん
な
二
人

が
向
か
う
先
は
非
日
常
の
空
間
と

が
向
か
う
先
は
非
日
常
の
空
間
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。

言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

小
説「
伊
豆
の
踊
子
」に
お
い
て
も
、

　

小
説「
伊
豆
の
踊
子
」に
お
い
て
も
、

物
語
は
一
高
生
の
「
私
」
が
天
城
峠

物
語
は
一
高
生
の
「
私
」
が
天
城
峠

を
越
え
る
所
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

を
越
え
る
所
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

「
道
が
つ
づ
ら
折
り
に
な
っ
て

　

「
道
が
つ
づ
ら
折
り
に
な
っ
て

い
よ
い
よ
天
城
峠
に
近
づ
い
た
と

い
よ
い
よ
天
城
峠
に
近
づ
い
た
と

思
う
頃
、
雨
脚
が
杉
の
密
林
を
白

思
う
頃
、
雨
脚
が
杉
の
密
林
を
白

問合せ先　地域子育て支援センター　☎㉗２２００

こ ま 作 り
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こ
ん
に
ち
は
、
市
長
で
す

　
　
　

～　

伊
豆
縦
貫
道
と
天
城
越
え　

～

１日(水)　めだかルーム　９時～11時30分　

７日(火)　おれんじルーム　13時～15時30分

８日(水)　あひるルーム　９時～11時30分

10日(金)　ふれあい遊び　※午後閉館（清掃・消毒）

13日(月)　体育館で遊ぼう　９時30分～11時

　　　　　場所：市民スポーツセンター(サンワーク)

15日(水)　うさぎルーム　９時～11時30分

17日(金)  誕生会　10時30分～

27日(月)　発育測定・育児相談　９時～11時

          保健師・栄養士来所

30日(木)　ふれあい遊び※午後閉館（清掃・消毒）

31日(金)　閉館（年度末事務整理日）

※予定は変更になる場合があります。

　詳細は子育て支援センターまでお問合わせください。

　ウメのつぼみがほころび始め、ようやく季節の移り変

わりを感じられるようになってきました。少しずつ春

の音が聞こえてくるようです。支援センターの花壇の

チューリップの球根は芽を出し、春を心待ちにしていま

す。また、体調管理が難しい時期ですので、手洗い・栄養・

睡眠で元気に過ごせるようにしていきましよう。

　支援センターでは、換気や消毒をして衛生的で安全な

環境を作り、皆さまをお待ちしています。

敷 根 公 園 で 遊 ぼ う

赤ちゃんとママのふれあいタイム 誕 生 日 会

１/６　大島を彩る椿の花を PR

　伊豆大島からキャラバン隊一行が市役所を訪問し

ました。1月 29 日から開幕する「伊豆大島椿まつり」

では、約 300 万本の椿が観光客を迎えてくれます。

大島を観光してみてはいかがでしょうか。

１月の
できごと

- 15 - 広報しもだ 2023.2 月号

     ４日　下田市消防団出初式    

     ６日　市内小 ・ 中学校始業式

 ７. ８日　下田水仙ツーデーマーチ

     ８日　二十歳の集い

  ９日　秋山選手野球教室

14 日　子育てサポート育成講座

21 日　ドローン実証実験　

22 日　下田 ・ 河津間駅伝競走大会　

１/22　３年分の思いをタスキに込めて

　第51回下田・河津間駅伝競走大会が４年ぶりに開催

され、32チームが参加しました。各部門優勝は中学男子・

女子「下田中学校」、高校男子「稲取高校」、一般男子「梓

友会と仲間達」、一般女子「下田高校」でした。

１/12　いざというときどう動く？
　大規模地震を想定した救護所訓練と避難所訓練を

下田中学校で行いました。中学生、岩下区自主防災会、

医療関係者等が参加し、負傷者の治療の優先度を決

める「トリアージ」の方法などを学びました。

１/９　秋山選手野球教室

　広島東洋カープ所属の秋山翔吾選手をはじめプロ

野球選手の方々の指導による少年野球教室が開催さ

れました。この野球教室を通して、賀茂地区の野球

界が盛り上がっていくことを期待しています。

１/４　火の用心、地域の力、「消防団」

　下田市消防団出初式が団員62名の参加のもと下田小学

校体育館で行われました。市長式辞、団長訓示、各種表

彰等が行われ、団員の士気高揚が図られました。市民一

人ひとり防火意識を高め、火の元の確認を行いましょう！

１/７.８　早春の下田を歩き初め！　
　下田水仙ツーデーマーチが３年ぶりに開催されました。

全国から集まった延べ517名のウォーカーが、満開の水

仙が咲き誇る爪木崎を楽しむコースや開国の歴史を偲ぶ

コースを歩いて早春の下田を満喫しました。

く
染
め
な
が
ら
す
さ
ま
じ
い
早
さ

く
染
め
な
が
ら
す
さ
ま
じ
い
早
さ

で
麓
か
ら
私
を
追
っ
て
き
た
」。

で
麓
か
ら
私
を
追
っ
て
き
た
」。

　

こ
の
、冒
頭
の
見
事
な
一
文
で
、

　

こ
の
、冒
頭
の
見
事
な
一
文
で
、

こ
れ
か
ら
非
日
常
の
世
界
へ
入
っ

こ
れ
か
ら
非
日
常
の
世
界
へ
入
っ

て
い
く
こ
と
が
暗
示
さ
れ
ま
す
。

て
い
く
こ
と
が
暗
示
さ
れ
ま
す
。

峠
の
茶
屋
で
旅
芸
人
一
行
に
合
流

峠
の
茶
屋
で
旅
芸
人
一
行
に
合
流

し
、
湯
ケ
野
温
泉
に
し
ば
ら
く
逗

し
、
湯
ケ
野
温
泉
に
し
ば
ら
く
逗

留
し
て
、
そ
の
の
ち
、
も
う
ひ
と

留
し
て
、
そ
の
の
ち
、
も
う
ひ
と

山
越
え
て
つ
い
に
下
田
に
到
着
す

山
越
え
て
つ
い
に
下
田
に
到
着
す

る
。「
私
」は
路
銀
が
底
を
つ
い
て
、

る
。「
私
」は
路
銀
が
底
を
つ
い
て
、

彼
ら
に
別
れ
を
告
げ
、
汽
船
で
東

彼
ら
に
別
れ
を
告
げ
、
汽
船
で
東

京
に
帰
る
と
い
う
ほ
ん
の
数
日
間

京
に
帰
る
と
い
う
ほ
ん
の
数
日
間

の
短
い
物
語
な
の
で
す
が
、
こ
の

の
短
い
物
語
な
の
で
す
が
、
こ
の

ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
に
結
実
し
た
作

ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
に
結
実
し
た
作

品
に
お
い
て
も
、「
天
城
を
越
え

品
に
お
い
て
も
、「
天
城
を
越
え

る
」
と
い
う
こ
と
は
大
き
な
意
味

る
」
と
い
う
こ
と
は
大
き
な
意
味

を
持
っ
て
い
ま
す
。

を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
前
述
の
と
お
り
、

　

一
つ
目
は
、
前
述
の
と
お
り
、

日
常
か
ら
非
日
常
へ
の
逸
脱
あ
る

日
常
か
ら
非
日
常
へ
の
逸
脱
あ
る

い
は
逃
避
と
い
う
も
の
で
、
こ
こ

い
は
逃
避
と
い
う
も
の
で
、
こ
こ

で
は
天
城
峠
が
あ
た
か
も
結
界
の

で
は
天
城
峠
が
あ
た
か
も
結
界
の

よ
う
に
意
味
づ
け
ら
れ
て
い
ま

よ
う
に
意
味
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
川
端
康
成
は
別
の
論
説
に
お

す
。
川
端
康
成
は
別
の
論
説
に
お

い
て
、
伊
豆
を
南
の
楽
園
の
よ
う

い
て
、
伊
豆
を
南
の
楽
園
の
よ
う

に
表
現
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、「
天

に
表
現
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、「
天

城
峠
の
南
で
南
国
に
出
会
わ
す
ひ

城
峠
の
南
で
南
国
に
出
会
わ
す
ひ

と
時
は
、
と
り
わ
け
伊
豆
の
旅
情

と
時
は
、
と
り
わ
け
伊
豆
の
旅
情

で
あ
る
」と
ま
で
言
っ
て
い
ま
す
。

で
あ
る
」と
ま
で
言
っ
て
い
ま
す
。

（
続
き
は
次
号
に
て
）

（
続
き
は
次
号
に
て
）



○
軽
自
動
車
（
三
輪
・
四
輪
）

軽
自
動
車
検
査
協
会
静
岡
事
務
所

沼
津
支
所　

☎
０
５
０–

３
８
１
６–

１
７
７
８

○
二
輪
の
小
型
自
動
車(

２
５
０

㏄
超)

中
部
運
輸
局
静
岡
運
輸
支
局　

沼
津
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所　

☎
０
５
０–

５
５
４
０–

２
０
５
１

　

市
内
で
使
用
し
て
い
た
二
輪

車
（
１
２
５
cc
超
）
を
県
外
で
廃

車
又
は
名
義
変
更
手
続
し
た
場
合

は
、
次
の
書
類
を
市
役
所
税
務
課

に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
書
類
が
提
出
さ
れ
な
い
場

合
は
、
市
か
ら
の
課
税
が
続
い
て

し
ま
い
ま
す
の
で
、
手
続
を
仲
介

業
者
な
ど
に
依
頼
す
る
場
合
も
含

め
、
提
出
漏
れ
が
な
い
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

提
出
書
類

運
輸
支
局
に
提
出
し
た
軽
自
動
車

税
（
種
別
割
）
申
告
書
の
写
し
又

は
新
車
検
証
、
旧
車
検
証
の
写
し　

提
出
先

税
務
課
市
民
税
係

　
　

 

（
窓
口
⑨
）
☎
㉒
２
２
１
８

　
　
　
　
　
　
　

FAX
㉒
３
９
１
０

　

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
は
、

４
月
１
日
時
点
の
所
有
者
に
課
税

さ
れ
ま
す
。

　

賦
課
期
日
後（
４
月
２
日
以
降
）

に
廃
車
手
続
さ
れ
た
場
合
で
も
、

そ
の
年
度
分
は
課
税
さ
れ
、
月
割

に
よ
る
減
額
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

現
に
車
両
を
所
有
さ
れ
て
い
な

い
場
合
や
、
譲
渡
や
相
続
な
ど
で

所
有
者
が
変
更
と
な
っ
た
場
合

は
、
速
や
か
に
廃
車
や
名
義
変
更

な
ど
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

○
原
動
機
付
自
転
車
、
小
型
特
殊

自
動
車
、
ミ
ニ
カ
ー

税
務
課
市
民
税
係

　
　

 

（
窓
口
⑨
）
☎
㉒
２
２
１
８

　

持
ち
物　

　

標
識
（
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
）
、　

標
識
交
付
証
明
書
、
身
分
証
明

書
、
委
任
状
（
代
理
人
が
申
請

す
る
場
合
）

○
軽
二
輪
車
（
１
２
５
cc
超

２
５
０
㏄
以
下
）

中
部
運
輸
局
静
岡
運
輸
支
局　

沼
津
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所　

☎
０
５
０-

５
５
４
０-

２
０
５
１

　

対
応
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
を
お
持
ち
で
な

い
方
は
、市
役
所
で
職
員
が
サ
ポ
ー

ト
し
な
が
ら
手
続
可
能
で
す
。

問
合
せ
先

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

総
務
課
情
報
推
進
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
３
９
２
１

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て

市
民
保
健
課
市
民
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
２
２
１
５

　

地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど

の
緊
急
時
に
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
（
全

国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）
か
ら
送

ら
れ
て
く
る
国
の
緊
急
情
報
を
、

同
報
無
線
を
用
い
て
市
民
の
皆
さ

ま
へ
確
実
に
お
知
ら
せ
す
る
た

め
、
左
記
の
日
程
で
国
民
保
護
情

報
の
試
験
放
送
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
市
民
の
皆
さ
ま

も
、
短
い
時
間
で
あ
わ
て
ず
に
身

を
守
る
行
動
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

国
民
保
護
情
報
訓
練

日
時

２
月
15
日
（
水
）
11
時
頃

問
合
せ
先

防
災
安
全
課
防
災
係

 

　
　

（
窓
口
⑩
）
☎
㊱
４
１
４
５

窓
口
開
設
日
及
び
時
間

２
月
３
日
（
金
）
・
10
日
（
金
）

17
日
（
金
）
・
24
日
（
金
）

17
時
15
分
～
19
時
30
分

２
月
11
日
（
土
）
・
25
日
（
土
）

９
時
～
12
時

★
ご
注
意

　

延
長
時
間
内
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
交
付
・
申
請
の
み
の
対
応

と
な
り
ま
す
。
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

の
申
請
は
対
応
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

※
申
請
や
交
付
の
際
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
必
要
な
書
類
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

窓
口
の
場
所

市
役
所
西
館
１
階　

市
民
保
健
課
市
民
係
（
窓
口
②
）

予
約
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
１
５
５
１

問
合
せ
先

市
民
保
健
課
市
民
係

　
　

 

（
窓
口
②
）
☎
㉒
２
２
１
５

　

２
月
末
ま
で
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
交
付
申
請
を
行
っ
た
方

は
、
最
大
２
万
円
分
の
ポ
イ
ン
ト

が
も
ら
え
る
「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
」

の
申
込
み
が
可
能
で
す
。

　

「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
」
の
申
込

み
を
し
た
う
え
で
、
①
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

（
買
い
物
・
チ
ャ
ー
ジ
）
、
②
健
康

保
険
証
と
し
て
の
利
用
申
込
み
、

③
公
金
受
取
口
座
の
登
録
を
す
る

こ
と
で
、
最
大
２
万
円
分
の
ポ
イ

ン
ト
を
任
意
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
サ
ー
ビ
ス
に
て
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
」
の
申
込

み
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

読
み
取
り
に
対
応
し
た
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
又
は
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
付
き
の
パ
ソ
コ
ン
に
て
ご
自

宅
か
ら
手
続
で
き
ま
す
。

広報しもだ 2023.2 月号 - 16 -

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
窓
口
を

　
　
　
　
　
　

臨
時
開
設
し
ま
す

２月の納税
納期：２月 28 日（火）

固定資産税　        ４期

国民健康保険税　   10 期

後期高齢者医療保険料 ７期

介護保険料　　　  　８期

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
対
象
と
な
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
期

限
が
12
月
末
か
ら
２
月
末
ま
で
に

延
長
さ
れ
ま
し
た

軽
自
動
車
・
原
動
機
付
自
転
車

　

な
ど
の
廃
車
申
告
は
お
早
め
に

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
試
験
放
送
を

　
　
　
　
　
　
　
　

実
施
し
ま
す

二
輪
車
の
税
止
め
手
続
に
つ
い
て

　

市
が
加
盟
し
て
い
る
フ
ラ
ワ
ー

都
市
交
流
連
絡
協
議
会
の
総
会
が

シ
ン
ボ
ル
フ
ラ
ワ
ー
を
「
つ
つ
じ
」

と
し
て
い
る
福
岡
県
久
留
米
市
で

開
催
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
久

留
米
市
の
観
光
は
も
ち
ろ
ん
、
９

都
市
の
市
民
交
流
団
が
集
う
フ
ラ

ワ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
に
参
加
し
て
い

た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

日
時

４
月
25
日
（
火
）
～
27
日
（
木
）

代
金

１
０
４
，
３
０
０
円

※
参
加
人
数
に
よ
り
増
減
有

定
員

17
名
（
先
着
順
）

申
込
期
限

２
月
17
日
（
金
）
ま
で

問
合
せ
先

観
光
交
流
課
観
光
企
画
係

　
　

 

（
窓
口
⑪
）
☎
㉒
３
９
１
３

　

下
田
警
察
署
管
内
で
、
昨
年
発

生
し
た
万
引
き
は
、
18
件(

前
年

比
＋
３
件)

で
し
た(

速
報
値)

。

　

お
金
を
持
っ
て
い
て
も
使
い
た

く
な
い
、
見
つ
か
ら
な
け
れ
ば
大

丈
夫
と
い
っ
た
理
由
か
ら
、
軽
い

場
所

市
民
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

問
合
せ
先

下
田
市
振
興
公
社

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉓
５
１
５
１

　

令
和
５
年
度
の
会
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
就
職
は
望
ま
な
い
が
、

経
験
・
技
術
を
生
か
し
て
働
き
た

い
、
何
ら
か
の
収
入
を
得
た
い
、

社
会
に
役
立
て
た
い
、
と
い
う
健

康
で
、
意
欲
の
あ
る
人
は
入
会
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

主
な
仕
事
の
種
類

　

草
刈
り
、
草
取
り
、
植
木
せ
ん

定
、
伐
採
、
大
工
、
塗
装
、
掃
除
、

駐
車
場
業
務
、
通
行
案
内
、
家
事

援
助
、
そ
の
他
作
業
な
ど

入
会
の
手
続
と
条
件

①
下
田
市
内
に
在
住
し
て
い
る
方

②
年
齢
が
お
お
む
ね
60
才
以
上
の

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人

③
年
会
費
２
，
０
０
０
円

※
申
込
用
紙
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先

下
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
４
２
２
２ 

気
持
ち
で
万
引
き
を
し
て
し
ま
う

人
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
万
引
き

は
犯
罪
で
す
。

　

お
店
側
も
店
内
の
死
角
に
は
特

に
注
意
し
、
防
犯
カ
メ
ラ
や
ミ

ラ
ー
を
付
け
る
な
ど
の
防
犯
対
策

を
心
が
け
、
お
客
様
に
は
積
極
的

に
声
か
け
を
す
る
な
ど
、
万
引
き

を
さ
せ
な
い
店
づ
く
り
を
し
ま

し
ょ
う
。

問
合
せ
先

下
田
警
察
署
管
内
防
犯
協
会

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉗
２
７
６
６

　

ア
メ
リ
カ
人
ハ
ー
プ
ギ
タ
ー
奏

者
、
ネ
パ
ー
ル
民
族
舞
踊
、
南
米

音
楽
イ
ジ
ャ
イ
の
皆
さ
ま
が
下
田

を
舞
台
に
、
市
内
の
子
ど
も
た
ち

と
音
楽
や
舞
踊
を
通
じ
て
の
交
流

コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

　

あ
ざ
や
か
な
民
族
衣
装
で
の
歌

や
踊
り
、
子
ど
も
た
ち
の
舞
台
発

表
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時

３
月
５
日
（
日
）　

13
時
30
分
～

入
場
料

無
料
（
１
０
０
席
、
入
場
に
は
事

前
申
込
が
必
要
で
す
。
２
月
２
日

か
ら
市
民
文
化
会
館
窓
口
で
受
付

し
ま
す
。
）
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ぜひご利用ください

下田市メール配信サービス
同報無線の内容や市の情報を配信しています

フ
ラ
ワ
ー
都
市
交
流
市
民
団
募
集

あ
な
た
も
一
緒
に
下
田
市

 　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

 　
　
　
　

働
い
て
み
ま
せ
ん
か

（広告）

第
24
回

　

下
田
国
際
友
好
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
催

万
引
き
は
犯
罪
で
す
!!

（広告）



 

院
外
処
方
へ
の
変
更
に
つ
い
て

　

診
察
を
受
け
た
医
療
機
関
で
薬
を

も
ら
う
こ
と
を
院
内
処
方
と
い
い
、

診
察
を
受
け
た
医
療
機
関
で
処
方
箋

を
受
け
取
り
、
最
寄
り
の
調
剤
薬
局

で
薬
を
も
ら
う
こ
と
を
院
外
処
方
と

言
い
ま
す
。
こ
の
度
、
下
田
メ
デ
ィ

カ
ル
セ
ン
タ
ー
で
は
、
令
和
５
年
４

月
１
日
よ
り
院
内
処
方
か
ら
院
外
処

方
へ
の
切
り
替
え
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。

　

院
内
処
方
は
、
患
者
さ
ん
が
院
外

の
調
剤
薬
局
に
行
く
手
間
が
な
く
会

計
も
一
度
で
済
む
点
、
ま
た
処
方
さ

れ
た
薬
や
飲
み
合
わ
せ
を
チ
ェ
ッ

ク
で
き
る
安
全
面
が
高
い
と
い
っ
た

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
反
面
、
院
内
で
の

待
ち
時
間
が
長
く
な
る
点
、
高
齢
者

や
体
の
弱
い
人
の
場
合
は
複
数
の
医

療
機
関
に
通
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
多

く
、
服
薬
管
理
が
難
し
い
と
い
っ
た

デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

　

「
医
薬
分
業
」
が
進
む
中
、
当
院

で
は
患
者
さ
ん
の
利
便
性
も
考
え
、

病
院
の
建
物
内
に
調
剤
薬
局
を
併
設

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
会
計
後
、

薬
を
貰
う
た
め
の
移
動
距
離
を
極
力

短
く
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
か
り
つ

け
調
剤
薬
局
機
能
と
し
て
患
者
さ
ん

が
受
診
し
て
い
る
医
療
機
関
や
処
方

薬
を
一
元
管
理
し
て
も
ら
う
こ
と
で

多
剤
併
用
に
よ
る
有
害
事
象
（
ポ
リ

フ
ァ
ー
マ
シ
ー
）
を
回
避
す
る
こ
と

が
期
待
で
き
ま
す
。
調
剤
薬
局
の
薬

剤
師
の
チ
ェ
ッ
ク
が
入
る
こ
と
で
重

複
投
薬
や
調
剤
ミ
ス
を
防
止
し
、
結

果
的
に
患
者
さ
ん
の
安
全
を
確
保
す

る
こ
と
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
高

め
る
こ
と
に
も
繋
が
り
ま
す
。

　

何
卒
ご
理
解
、
ご
協
力
の
程
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ
先

下
田
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉕
２
５
２
５

倉内　紀子 さん

書画（私の好きな詩）

問合せ先　市立図書館　☎㉒０３５２　●休館日／毎週月曜日、第４木曜日及び祝日

ぜひ図書館に
お越しください

今月のミニミニあーとぎゃらりー 今月の特集

「富士山の日特集」
　２月 23 日は「富士山の日」です。

　富士山のある風景や、景色、そして歴史などを紐解きながら、

徐々に見えてくる、富士山の奥深い魅力を探してみましょう。

１月の

アートギャラリー

谷口　澄彦 さん

「下田の春夏秋冬」

広報しもだ 2023.2 月号 - 18 -

　成人向け　書名 著者名 出版社

開墾地

第 168 回芥川龍之介賞候補作品

ｸﾞﾚｺﾞﾘｰ ･ ｹｽﾞ

ﾅｼﾞｬｯﾄ
講談社

令和その他のレイワにおける 健全

な反逆に関する架空六法
新川 帆立 集英社

木挽町のあだ討ち 永井 紗耶子 新潮社

固結び　損料屋喜八郎始末控え５ 山本 一力 文藝春秋

風を紡ぐ　針と剣　縫箔屋事件帖 あさの あつこ 実業之日本社

児童向け　書名 著者名 出版社

エリザとさくらの ものがたり

（絵本）

小手鞠 るい /文

大野 八生 /絵

少年写真

新聞社

つきよのアイスホッケー

世界傑作絵本シリーズ

ﾎﾟｰﾙ ･ ﾊｰﾌﾞﾘｯｼﾞ /文

ﾏｯﾄ ･ ｼﾞｪｰﾑｽ /絵

むらおか みえ /訳

福音館書店

食いねぇ！ お寿司まるごと図鑑

歴史から寿司種になる生きものまで

福地 享子 /監修

阿部 秀樹/写真・文
偕成社

美容の科学 神永くんは知っている
神戸 遥真 /作

藤本 たみこ /絵
講談社

リンボウ先生の なるほど古典はお

もしろい！

林望 /著

武田 美穂 /絵
理論社

白　

浜　

山
村　

圭
助　

19　

95

　

〃　
　

久
保
田
春
子　

30　

85

１
月
届

一
丁
目　

三
浦　

茂
子　

３　

83

　

〃　
　

水
越　

八
榮　

13　

95

西
本
郷　

勝
田
か
を
る　

３　

88

高　

馬　

増
田
美
代
子　

11　

94

須　

原　

佐
々
木
よ　

の
８　

92

箕　

作　

矢
田
部
安
雄　

８　

93

吉
佐
美　

笹
本　

千
年　

13　

95

　

〃　
　

進
士　

哲
哉　

５　

58

　

〃　
　

南
葉　

雪　
　

５　

96

大
賀
茂　

島
津　

セ
キ　

２　

93

　

〃　
　

内
山
み
ち
子　

４　

93

柿　

崎　

加
藤　

忍　
　

11　

85

　

〃　
　

土
屋　

廣
志　

９　

95

　

〃　
　

髙
橋　

德
惠　

６　

96

白　

浜　

森　

み
ゆ
き　

３　

93

※
戸
籍
の
ま
ど
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲

載
を
望
ま
な
い
方
は
、
事
前
に

係
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

12
月
16
日
か
ら
１
月
15
日
届
け
分

　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

　
１
月
届

地　

区　
　

氏　

名　
　

保
護
者

田　

牛　

髙
木　

悠ゆ
う
せ
い成　

晃
宏　

須　

崎　

中
村　

木こ

と音　

洋
輔

　

〃　
　

中
村　

海か
い
う
ん雲　

洋
輔

謹
ん
で

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

12
月
届

二
丁
目　

濱
口　

末
子　

24　

74

蓮
台
寺　

中
田　

静
子　

14　

96

　

〃　
　

保
科　

宏
行　

31　

63

東　

中　

大
川　

好
雄　

24　

85

　

〃　
　

村
山　

達
夫　

24　

92

西　

中　

柳
澤
サ
ト
子　

22　

87

吉
佐
美　

金
指　

和
代　

21　

95

柿　

崎　

植
田　

忠
史　

21　

63

　

〃　
　

大
谷　

祐
之　

24　

91

須　

崎　

横
山　

陽
子　

20　

91

３月の市民相談
相談日 内容 対象 時間 場所
３月２日

（木）
年金相談 どなたでも

（要予約）
９：00

～ 14：00

市民文化会館

大会議室
３月８日

（水）
法律相談

どなたでも
（要予約）

 13：00

～ 15：00

市役所

中会議室

３月９日
（木） 市民相談

10：00

～ 15：00

市役所

中会議室

３月14日

（火）

２歳児

健康相談

Ｒ３年

２月生 ８：50

～９：50
中央公民館

２歳６か月

児健康相談

Ｒ２年

８月生

３月22日
（水）

人権相談
どなたでも

（予約不要）

10：00

～ 15：00

市民文化会館

小会議室２

市民相談
どなたでも
（要予約）

10：00

～ 15：00

市役所

第２委員会室

乳幼児健診
相談日 内容 対象 時間 場所

３月23日

（木）

1歳６か月

児健診
Ｒ３年７月生

12：50

～ 14：00

文化会館　

大会議室
３歳児健診 Ｒ２年１.２月生

子育てネットワーク通信
問合せ先　子育てネットワーク事務局　☎㉒２２１６

●下田わくわくパーク「これば！」☎㉒ 2216（福祉事務所）

　　「まっちゃんと遊ぼう」　（事前予約制）　

　　日時　３月 12 日（日）10：00 ～ 11：30

　　場所　道の駅開国下田みなと

●ひよこサロン（参加費無料）☎㉒ 3294（社会福祉協議会）

　　日時　２月 16 日（木）10：00 ～ 12：00

　　場所　道の駅「開国下田みなと」４階会議室３　

～訂正とお詫び～

1月号の記事でひよこサロンの日時に誤りがありました。

正しくは1月 19日（木）でした。訂正してお詫びいたします。

水道当番工事店　　　　　　※修繕費は有料です。

分担期間 工事店 電話番号

２月 ３日～２月 ５日 ㈱外岡組 22-1769・22-1250

２月 ６日～２月12日 斉藤住設 22-7245

２月13日～２月19日 ㈲渡辺住宅設備 27-1300

２月20日～２月26日 ヤマト設備工業㈱ 23-3570

２月27日～３月 ５日 須原設備 28-1161

人のうごき
    住民登録人口 １月１日 増減

男　   ９，７１１　　　　－１１　

女 　１０，３８８  　　　－１７

計 　２０，０９９　　 　 －２８  

  　　世帯数　  １０，５０１ 

　  出　生  　２　　 転　入　５８ 

    死　亡  ３６　　 転　出　５２　　　

 

謹
ん
で

　
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

 

お
誕
生
お
め
で
と
う

　
　 

あ
か
る
く
す
こ
や
か
に
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※排水管等の詰まりについては、 対象外となります。

市公式
市の魅力的な風景や住んでいるからこそわかる
スポットの画像を発信していきます。

下
田
市

下
田
市

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
サ
ー
ビ
ス

（インスタグラム）

Instagram

受付 ： 「平日」 午後５時 15 分～翌午前８時 30 分

　　 　　「土 ・ 日 ・ 祝日」 午前８時 30 分～翌午前８時 30 分



　

浄化槽の処理対象人員に応じて　限度額 ７万円～５０万円の補助
（新築工事に伴うものは除く）　　※令和５年３月３１日まで

広
報

し
も

だ
　

令
和

5
年

2
月

3
日

発
行

　
毎

月
１

回
発

行
　

下
田

市
役

〒
415-8501 下

田
市
東
本
郷
一
丁
目

5
番

18
号
　
☎
 (22) 2212

白浜にお住いの

 金指　優太さん・朝夏さんの

 長男　英
え い た ろ う

汰郎　くん　（０歳６か月）

最近は、動きが活発になって

足をバタバタさせることが大好き！！

パパと歌うことも好きで、一緒に歌うよ！

公共下水接続助成金拡充へ！！

市ホームページ QR

拡充期限迫る拡充期限迫るつ
な
が
る
下
田
、

つ
な
げ
る
下
水
道

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

　

下
田
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
中
心

市
街
地
活
性
化
部
門
と
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
青
木
真
と
申
し
ま
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
、

下
田
で
活
動
を
は
じ
め
て
か
ら
今

年
で
２
年
目
に
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
に
は
、
長
女
が
誕
生
し
、

家
族
と
の
時
間
の
大
切
さ
や
子
育

て
の
大
変
さ
を
日
々
強
く
感
じ
て

お
り
ま
す
。
任
期
１
年
目
は
、
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
多
く
の
イ
ベ
ン
ト

が
中
止
に
な
り
、
人
が
集
い
、
街

中
の
活
性
化
に
繋
げ
る
と
い
う

活
動
が
難
し
い
状
況
で
し
た
が
、

２
０
２
２
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
も
少

し
落
ち
着
き
、
黒
船
祭
、
蓮
杖
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
伊
豆
大
特
産
市
、

バ
ル
な
ど
多
く
の
催
し
を
通
し

て
、
地
域
の
方
々
と
の
連
携
を
深

め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今
後

は
、
既
に
下
田
で
も
何
件
か
頂
戴

し
て
い
る
写
真
撮
影
や
映
像
制
作

な
ど
の
仕
事
を
軸
に
し
つ
つ
、
下

田
に
根
付
き
、
地
域
の
魅
力
を
発

信
す
る
お
手
伝
い
を
続
け
て
い
き

た
い
で
す
。

　

任
期
２
年
目
に
は
、
下
田
の
市
街

地
情
報
を
発
信
す
るIn

s
tag

ram

ア
カ
ウ
ン
ト
『SH

I
MOD

A　

DAY
S

』

を
開
設
し
、
こ
れ
ま
で
下
田
の
魅

力
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
発
信
し
て
き
ま

し
た
。
今
後
も
、
映
像
制
作
、
カ

タ
ロ
グ
撮
影
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ペ
ー
ジ
制

作
の
経
験
を
活
か
し
、
写
真
の
み

な
ら
ず
、
映
像
や
デ
ザ
イ
ン
を
通

し
て
、
下
田
の
事
業
者
や
地
域
の

魅
力
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。
下

田
の
日
常
、
事
業
者
の
素
顔
・
商

品
等
を
写
す
こ
と
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

見
た
方
に
、
下
田
の
魅
力
を
再
発

見
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
作
品
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

ま
た
今
年
度
は
、
あ
じ
さ
い
祭

後
に
剪
定
、
処
分
さ
れ
る
紫
陽
花

を
利
活
用
し
て
、
ド
ラ
イ
フ
ラ

ワ
ー
を
製
作
・
展
示
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
立
案
し
、
伊
豆

急
下
田
駅
や
道
の
駅
開
国
下
田
み

な
と
で
展
示
し
ま
し
た
。
来
年
度

は
、
規
模
を
拡
大
し
、
下
田
市
の

花
で
あ
る
紫
陽
花
の
ド
ラ
イ
フ
ラ

ワ
ー
を
中
心
市
街
地
の
空
き
店
舗

や
街
中
に
展
示
す
る
こ
と
で
、
下

田
の
新
た
な
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
を

生
み
出
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
２
０
２
３
年
は
、
下
田
出
身

で
あ
る
日
本
商
業
写
真
の
開
祖
・

下
岡
蓮
杖
の
生
誕
２
０
０
周
年
で

も
あ
る
た
め
、
あ
じ
さ
い
祭
の
時

期
に
、
下
田
の
街
に
紫
陽
花
と
写

真
、
そ
し
て
人
々
の
笑
顔
が
溢
れ

る
よ
う
な
取
組
を
企
画
し
て
い
き

た
い
で
す
。

　

私
自
身
も
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー

と
し
て
写
真
を
通
じ
、
下
田
を
ど

ん
ど
ん
活
性
化
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ
先

問
合
せ
先

産
業
振
興
課
地
域
経
済
促
進
係
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域
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協
力
隊
の

地
域
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こ
し
協
力
隊
の

　
　
　
　
　

活
動
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活
動
報
告

みなさんのお宅のアイドルを募集しております。 市役所へどしどしお寄せください！


